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損害防止サーキュラー No.04-09 
 
 
Purifying ? あるいはただのPumping？ 
 
 
 
Gardは定期的にbunker 
HFOの中のざらついた粒子によりおきる過度の摩耗による
主機の故障に関りのある災害を考察している。触媒粒子が
高レベルの のデリバリー件数が増加している。これはHFO
世界中で低硫黄燃料の導入を要求されているためで、そし
て、おそらく こうした低硫黄燃料の需要を満たすため精製
産業により用いられた生産配合過程の結果であろうと考え/
られる。舶用ディーゼル機関やボイラに使用されるべきH
FOの現在の国際的標準はISO 
8217:2005である。しかし例えこれらの要求を満たすHF
Oを積んだところで分離機が適切に運転され保守されてい
ないのならば運航上の問題はおきうる。  
 
HFOは精製工程からの残留物であるアルミニウムと珪素酸
化物のような触媒粒子を含む。これらは非常にざらつきが
ある粒子であり、 は 内に許容されるISO8217:2005 HFO
触媒粒子の量を でAl+Si 80mg/kg (ppm) 
以内として表して規定している。しかしこれらの粒子の性質により、大方の主機製造者は、主機へ注入する燃料中の触媒粒子
量は までとしている。燃焼室内 や燃料注入装置15mg/kg  (Piston grooves, piston rings, cylinder liners)  (Fuel pump 
plunger and barrel, fuel injection valves) の の過度の摩耗は、触媒粒子がcomponent  
15mg/kgの基準を超えることによる結果であろう。 分離機で燃料油に存在する触媒粒子や錆や砂やゴミや水のようなそHFO
の他の不純物のレベルを効率的に低下させるためには、以下の事前処置を施すべきである。  
 

１－ の取込温度を 度に維持するHFO 98  
分離機の効率は燃料の取込温度に大きく 左右される、そして予熱器はしばしば小さく 、設定温度が間違っ
ていたり、あるいは予熱器が作動しなかっり、その他の欠陥などにより取込温度が非常に低く なる。  

 
２－適正な流量率の使用 

より長い時間燃料油が分離機にあるのは燃料油のより良い清浄となるだろう。 年代より1980 gravity 
discなしの分離機が多かれ少なかれ標準であり、常時すべての 分離機を使用した並行運転としそれHFO
に応じた流量とすることが推奨される。もし分離機がgravity 
discでの手動型であるのならば、できるだけ流量を最低限にして をかけた後に という流clarifier Purifier
れで操作されねばならない。  

 
３－保守 

分離機を製造者の指示書に従って保守し、製造者の認定した予備品のみを使用する。製造者のサービス技
師による分離機の定期点検は又、質を高める。  

 
 
４－燃料系統の効率をチェックする 

燃料系統の効率をチェックするために4-
6ヶ月間隔でそれぞれの分離機の前後の燃料油のサンプルを取ることを推奨する。サンプルは分析ため、
広く 知られた燃料分析機関に送られるべきであり、結果は分離機の効率の指標を提供してく れるであろう
。  
分析を実施し、補油した燃料に触媒粒子が一定量検出された場合には、分析結果はほぼ正確なものといえ
る。25-30 mg/kg以上が望ましい。  
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５－storage tank, settling tank やservice tankを清掃する 

大きな粒子がstorage tank, settling tank やservice 
tankに沈殿して、タンクの底にざらついた粒子の堆積物が過剰になる。悪天候の間これらのcomponent
は舞い上がり、時折 以上の濃縮物が分離機に供給されてしまう。つまりこれらのタンクは定期80mg/kg
的に栓を抜き清掃せねばならない。それゆえ、例え初期に使用した燃料の触媒粒子が低レベルであっても
、全ての使用可能な分離機を使用することが有益である。  

 
６－責任者を教育する 

分離機の運転と保守に対する責任者を適切に教育し、装置や定期保守の実行方法について熟知させること
。これは信頼性を向上し非磨耗部分の消耗を減少させる。  

 
DNV Petroleum ServicesやLloyd’s Register (FOBAS) 
は、本船において燃料取扱システムの効率的作動において船主をアシストする燃料マネジメント・ サービスを提供している。  
 
以上に従って燃料取扱システムを最適な効率で運転し、それにより受容できる摩耗レベルを持った本来の主機に近づけること
ができ、主機の開放検査期間を製造者が指定するもの近づけることになる。  
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